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最近[I(:lo>ける科学技術の飛躍的発展は，人類の歴史K大き念進歩をもたらしつつある。との新しい
時代に向かつて，教育のあ b方も，大き念発展を遂げ左ければなら念い時期Kあたっていると思われ
る。とうした時にがいて， 世界各国が，次代をV-Cなう青少年の育成に民族の興隆を賭け，そetg1瑚離
に全幅の努力を競っているととは，今日の若しh世界的動向のーつでるるといってよいであろう。
わが国[I(;i歩いても ，たびかさなる教育課程・学習指導要領の改訂，全国的な学力調査の施行など，
学力向上への努力は ，行政面でも，実践面でも，たゆみなく真実1][1(行?をわれている。本県bてお=いても
との学力向上の問題は，青少年の健全育成とともに， 一大県民進動ともすべき緊急念問題であ!J，諸
種の有効適切念施策が要請されるのであって ，今回発表された本県長期総合教育計画[I(:lo>いても ，ζ
のととがうたわれているのである。
とうした動向の中で，.われわれは満5年前[1(，学力と学習指導の問題を当研究所の中心的な研究課
題としてとりあげた。いうまでも念(，ζの学力と学習指導の問題は ，学校教育の中{;的課題である。
われわれはこの学力の問題を考える時，児童生徒各自の人間形成という教育の本質的な問題の中にと
れを位置づけ ，との学力と学習指導の問題を板本的に検討してみるととが ?きわめてたいせつなとと
であると考えた。教育的Kみて，本質的在学力向上対策がとられるのでなければ ，それは一時的な効
果に終わったり，かえよった学力の形成κ陥るなそれなしとし念いからである。今日の歴史的時点に
会いて ，どのよう念学力を ，どのように育ててゆ〈 ζとが望ましいのであるか，乙うした困難な問題
を研究課題としながら，望ましい学習指導法の樹立を目ざし， 金所員の共同研究体制のもとに ，小 ・
中学校の全教科にわたって，笑証的念研究を行なってきた。 36年度からは ，全国教育研究所連盟で
も，国語，社会，算数数学，理科の 4教科について， 3か年計画の全国的念共同研究を行なうようK
なったので，当研究所も積極的Kとの企画遂行に参加し ，主要念幹事県としてその推進κ寄与してき
たのである。
学力と学習指導の問題は永遠の研究課題であり ，われわれの研究も ，その探究の進むκつれて，日
暮れて道~シ遠き感をしみじみ味わうのであるが，今年度をもって ζの 5 か年間の共同研究にー応の
終止符を打っととlぞした。今後ζの学力と学習指導の問題は，さらに視点を新たにして引き続き研究
を深めてゆとうと計画している。
ζの紀要は ，理科と保健体育科の二つの研究をま とめたものである。
理科では ，昨年度の研究紀要「理科学習に会ける理解過程とその指導 (2)J[I(引き続き，熱現象
を素材として，抽象度の高い科学的概念の指導過程Kついての本年度の研究をまとめたものである。
熱概念を初めて導入する場合の指導過程κついて，前年度vc行なったものを修正 ，手写笑験するととも
[1(，特に ，熱量概念の導入について，帰納的発見的左指導過程と演縛的受容的な指導過程との比較実
験を行ない ，それぞれの特徴と効果を確かめようとしたのである。
保健体育科では，昨年度の研究紀聖書 「小・'P'高校生の遥動能力Ji乞引き続き ，近年若しh向上と
変ぼうを示している児童生徒の身体発達』てついて，とれに及ぼす環境諸条件の影轡カを重視 し，本県
のへき地と飢市にがける児窓生徒の身体発達と環境条件との号車速について上ヒ核研究を行念 1ハ，その特
質と指導上の問題点を明らかにしようとしたのであるo$.'$'かえのど批判を縛れば幸いである。
~:J;> ，との研究は.それぞれ研究協力佼念らびに原本抽出絞り絶大な協)]のもとに行Jま ったもので，
学校長は じめ ，護接間接に協力していただいた職員各位，な らびに児童生徒諸子に対して.心から深
〈感謝の窓を表する しだいである。
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